
木村式自然栽培による中高年失業者と不耕作農地の再生システムデザイン
Design of regeneration system for unemployed and no cultivation farmland by AK-method

修士課程２年 本山憲誠
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システム要求
①中高年失業者が就業する
②不耕作農地で生産できる
③支援会社が利益を生む

安全・安心
美味野菜

接点のない二つの
社会問題を同時に
解決するシステム

研究

企業不祥事の調査研究～価値観対立と類型化の視点から～
Research on company scandal by value opposition and patterns

修士課程２年 山口勇人目的

倫理コンプライアンス向上
のためのケースメソッド作成

倫理コンプライアンスとは
倫理価値規範の具体的実践を促すための組織内活動
及びこうした遵守・実践を担保する
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複雑大規模なシステムを効率的に，かつ効果的に運用する方法としてSystems of Systems 型のアー
キテクチャをINCOSEは提案している．一方，現在情報システムをSystems of Systems 型のアーキテ
クチャに設計開発するためのフレームワーク提案や事例研究の報告は多くない．

そこで今回，実際に情報システムをSystems of Systems 型で設計開発し
Lessons Learnedとして報告すること を研究の目的とする．

研究目的

As Is To Be

情報システムを統廃合し、

システムの一部分を修正，追加する
際に，不具合が起こる。

2つのフレームワークの詳細を調査し,本Case Studyでの採用方法を決定する.
6月中に要求開発を実施し,7月中にシステムデザイン（アーキテクチャ作成と
詳細設計）を行う.9月末までにシステムを完成し,10月以降実際の利用を想定

した運用を開始する.

今後….

家紋画像
データベース
システム

江戸町並み再現
3Dデータベースシステム

ライデン
アーカイブ
システム

ボストン
アーカイブ
システム

顔画像特徴

抽出システ
ム

仮想データベース構I/F
I/F I/F

吉原細見
データベース

I/F

妓楼・花魁
データベース
システム
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Case Studyする
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システムを構築する際の
Requirement Development

に着目する

Systems of Systems型情報システムの構築

修士課程２年 畠 直輝

金融情報システムにおけるリスクマネジメントの在り方の研究
Research of ideal way of risk management in financial information system

後期博士課程３年 益田美貴
金融情報システムを取り巻く環境変化

・大量/高速処理
・リアルタイム・トランザクション処理
・STP（Straight Through Processing）化
・分散ネットワーク処理
・社会基盤の相互依存
など

リスク要因の増加

・障害発生時の経済損失の増大
・障害影響の範囲拡大、伝播速度高速化
・他社からの影響可能性大
など

金融情報システムのようにITへの依存度を深める基盤システムにおいては、
一企業のシステム障害が広く社会に影響を及ぼす可能性大

リスクマネジメントの必然性

安全性・可用性からの視点を重視

ITとビジネスが一体化しつつある昨今、システムの品質やリ

スクを把握して効果的な対策を打つこと、情報システムの投
資対効果を見極めることが重要

リスクアセスメント手法の検討

HAZOPに着目
化学プラントに対して主に用いられるリスク分析手法であるHAZOP

（Hazard and Operability Study）の適用可能性を検討

①有効性の実証

②小規模システムへの適用

③大規模システムへの適用

リスクマネジメント体制のあるべき姿
フレームワークを提示

【HAZOPとは】
設計意図とおりの設計、運転操作がなされていれば、プラントは安全であ
り、危険事象は設計意図からのずれが生じることにより発生するという考
えに立っている。このため、設計意図からのずれの原因を明らかにし、ず
れの発生防止対策ならびにずれが発生したときの影響を緩和する防護対
策を講じることによりプラントの安全性は確保されるという基本思想に基づ
いている。
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Food safety and risk management
後期博士課程３年 石川敏夫

ストレスの定
義と実態把握

五感刺激がヒトの心理・生理面に与える影響の解明

刺激に対
する快不
快
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方法

研究結果の整理（質問紙、生体情報を統計を利用して整理・考察する）

効果的にストレス軽減をはかるための
五感刺激使用方法について提案

ストレスに対
する対処方法

文献研究 文献研究 実験研究（視覚・聴覚・味覚・嗅覚・触覚を刺激し心理・
生理的側面から検討）

後期博士課程 ２年 三井清美

感覚刺激のストレス軽減効果について
Stress Reduction Technique with the use of Sensory Stimuli

製造業における熟練技能の伝承・活用システムの提案
Expert Skill Succession and Effective Use in the Manufacturing Industry

後期博士課程３年 中村 肇
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問題状況の調査
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『技能経営』
手法の確立技能伝承と

組織文化

組織文化が技能伝承
に与える影響の検証

（紫：これまでの研究実績，橙：今後の研究テーマ，赤：博士論文テーマ）

『高度熟練技能』
の概念提案

研究の流れ

研究の着目点

研究の背景と目的

情報システム開発のトラブル削減に向けた、受託企業改善の提案
Improvement of the trustee company towards problem reduction of IT system

修士課程２年 河村 智行

●情報システム開発は、1960年代のコンピュー
ター登場以来、トラブルが問題視されている。

●様々な改善取組を実施しているが、トラブルは
減らない。（約70%にトラブル発生）

受託企業の問題点を抽出し、改善案
を提案することで、

情報システム開発のトラブル削減に
寄与する。

受託企業を研究対象とする

受託企業の組織の問題も注力する

日本特有の「高い受託作業割合（約80%）」と

「高い一括請負契約」のため、受託企業の改
善効果は大きいはず。

受託企業の組織問題に注力している研究は
ほとんどない。（委託側はあるが）

なぜ？

問題点の抽出は、日本の受託企業へのアンケートと統計解析を利用する。
アンケートの項目は、「受託企業の組織の問題」を含めた以下の項目とする。
○ 受託企業の組織 ○ 開発プロセスの活用 ○ 見積りの手順
○ ナレッジの共有 ○ プロジェクトメンバーのスキル ○ プロジェクトメンバーのコミュニケーション

アンケートの
実施

統計解析による
問題点の抽出

改善案の提案 トラブル削減の
寄与
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